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都市空間形成の基本的な考え方 

 「大阪市基本計画 2006‐2015」に示す「都市空間の形成」の考え方を踏まえながら、「住む」「働

く」「楽しむ」「学ぶ」など「暮らし」のあらゆる場面で、人々がその能力を最大限発揮できるよう、質

の高い「暮らし」の空間を創っていくための中期的な都市空間づくりの方向性を示すものです。 

「文化」、「環境」を基盤としながら、市民・NPO・企業などによるまちづくりと協働して、豊かな個

性を活かした特色ある地域が連なる都市としての魅力と、機能性や利便性など大都市としての魅力を兼

ね備えた、大阪ならではの多彩で厚みのある都市づくりを以下に示す考え方をもとに進めます。 

水・緑のネットワークなどの環境資源を活かしたアメニティ豊かな空間形成を図るとともに、

低炭素社会に向けた持続可能な都市環境づくりを進めます。 

 地域が継承してきた歴史・文化資源を活用した個性溢れるまちづくりや、大都市でしか味わえ

ない多彩な文化・芸術にふれられるまちづくりを進めます。 

地域の特色ある産業集積などを活かした活力ある地域づくりを進めるとともに、企業・大学・

研究機関などの集積を活かし、人が集い、創造性を発揮して付加価値の高い産業・ビジネス・

文化を生み出す交流空間の形成を図ります。 

これまで培ってきたアジア諸都市とのネットワークを活かして、成長著しいアジアとの交流・

交易機能の充実を図ります。 

豊かな暮らしを支える道路などの都市基盤施設の維持・更新や高質化を図るとともに、広域的

な視点から交通ネットワークの充実について関係者と協調した取組みを行ないます。 

市域全体としては、これまで形成してきた南北･東西の都市軸を骨格とする都市構造を新しいまちづく

りの土台として都市機能を充実していきます。 

都市再生緊急整備地域を中心に、経済・産業、文化、学術など高度な都市機能をより充実させ、南北

軸の強化を図ります。また、東西軸についても、京阪中之島線や阪神なんば線の完成などを活かして強

化を図るとともに、川筋などの水･緑のネットワークや文化･集客・歴史などの資源を活かして都心と臨

海部をつなぐ文化･環境軸としての魅力も備えた充実を図ります。 

臨海部については、都心部で高度な業務･商業機能等がより集積する一方で、大阪湾岸部では生産機能

が進展していることを踏まえ、物流機能を活かした高付加価値ものづくりを支える広域的なネットワー

ク拠点として機能の充実を図ります。 
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土地利用の考え方と主な取組み例 

 都心機能整備 

エリア 

 

都心部では、国内外から多様な知識が交流･融合して新たなビジネス・文化を創出する拠点づくりと

ともに、文化・芸術の集積や水・緑の豊かな環境・景観を活かした風格のあるエリア、歴史･文化･

産業などの地域資源を活かした個性溢れる界隈づくりに取り組み、質の高い暮らしや多様な魅力を

体感できるエリアが連なる広がりと厚みを持つ都心への再生をめざします。 

（取組み例） 

大阪駅北地区を関西圏の知識交流のハブとして、ロボット・テクノロジーや情報通信技術・

環境といった先端技術や感性･感覚、学習･教育など様々な分野の先端的なナレッジの集積

を通じて、次世代を担う都市型産業・ビジネスを創出し続ける拠点となるよう誘導します。

こういった知的創造拠点を中心に、都市基盤の充実を図りつつ、活力とにぎわいにあふれ、

水・緑を活かし環境負荷を低減した先駆的な都市づくりに取り組みます。 

中之島地区では、中之島公園の再整備や東西をネットワークする快適な歩行環境の整備を

進めるとともに、公開空地等でのストリートミュージシャン活動を推進するなど、市民が

集い、歩いて楽しく、賑わいのある空間づくりを進めます。また、西部地区において、民

間活力を導入した国際・情報・文化ゾーンにふさわしい都市づくりを誘導するなど、ハー

ド・ソフト両面から多様な文化が味わえる文化都心・中之島をめざします。 

世界的なエンターテイメントを上演できる劇場を備えた中央郵便局の開発誘導や厚生年金

会館ホール機能の継承への取組みなどをとおして、四季劇場、フェスティバルホール、な

んばハッチなど梅田～中之島～湊町に連なるエリアを多様な文化・芸術を味わえる魅力あ

る都心として誘導していきます。 

御堂筋では、国・民間などと協働し、快適な歩行環境づくりや淀屋橋･本町地区のにぎわい

拠点づくりなどを通じて、優れた景観を持ち世界に誇れる風格のあるシンボルストリート

としてさらに充実を図ります。 

船場や扇町など成熟した市街地では、コンテンツ、ファッション、デザインなど地域での

産業動向を踏まえながら、付加価値の高い創造的産業を創出するエリアとして充実を図り

ます。さらに、近代建築物の活用をはじめ歴史・文化・自然などの地域資源を活かした市

民･企業等のまちづくり活動と協調して、各々の地域を個性溢れる界隈へと再生し、魅力あ

る都心居住とあわせて職住遊学の質の高い暮らしが実現できる都心をめざします。 
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臨海機能整備 

 エリア 

 

大阪の強みである高付加価値ものづくりの重要性が高まるとともに、アジアとの交易が増大する中、

臨海部では、市内に残された広大な利用可能な土地、港湾・空港・高速道路ネットワークなどの都

市基盤、充実したアジア諸都市とのネットワークを活かす観点から、テクノポート大阪計画を見直

し、成長著しい南･東アジアとの交流・交易拠点として、高付加価値ものづくり産業の発展を支える

まちづくりをめざします。 

（取組み例） 

夢洲先行開発地区は、高付加価値ものづくりや効率的な物流を実現する受け皿となる産

業・物流ゾーンとして土地利用を促進し、将来開発地区は、大阪湾岸地域の中長期の需要

に対応した段階的土地利用を図ります。 

咲洲コスモスクエア地区では、ものづくり企業等に対する商談の機能を強化するため、イ

ンテックス大阪の機能・規模・配置やアジアとのビジネス交流機能の強化を検討します。 

また、利用可能な用地の企業立地の促進については、高付加価値生産機能と関連した製品

開発型研究施設等の立地誘導を図ります。 

さらに、まちの魅力の向上を図るため、にぎわい創出や安全・安心の観点から、Ｒ岸壁の

フェリーターミナル化を推進するとともに、中長期的にその背後地の土地利用のあり方を

検討します。また、地区全体で歩車分離など歩行者環境の改善や大型車の渋滞緩和に資す

る取組みを進めます。   

在来臨海部において、比較的規模の大きな製造業の事業所等が集積する一方で、住宅等が

混在してきた市街地などでは、居住環境等と操業環境との両立を図りながら生産機能の維

持・強化に努めます。 
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住環境整備 

 エリア 

 

住環境整備エリアでは、地域が持つ歴史、文化、水･緑などの自然や都市景観などの資源を活かして、

市民・企業等と協働して魅力ある居住地づくりを図るとともに、地域コミュニティの再生や防災性

の向上を図ります。また、住宅や事業所などが混在する地域では、ものづくりなどの地域の産業力

を活かした住工共存型のまちづくりをめざします。 

（取組み例） 

都市景観資源の発掘や住民等の行なう自主的なまちづくり活動を支援する機能を充実する

など、地域の持つ個性を活かし住んでみたいと思う良好な住宅地の形成を図ります。 

地域住民による防犯パトロール活動の支援などの市民協働を基本とした各種防犯施策を地

域安全対策推進モデル区で実施するなど、犯罪発生件数を減少させ、安心して暮らせるま

ちづくりを推進します。 

まちかど広場や防災コミュニティ道路を市民協働で整備するなど、防災性の向上と平時を

含めた地域コミュニティの再生を図り、老朽住宅密集市街地における防災性や住環境の向

上を図ります。 

東部地域などで見られる住宅と中小製造業等の事業所が混在する市街地では、職住が近接

し地域の活力を支える事業所と地域とのコミュニケーションを高めるなど、住工等が共存

した活力のある大阪らしいまちづくりをめざします。 
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エリアを越えた 

  市域全般での取組み 

 

中長期的な観点からエリアを越えた市域全般に係るまちづくりのムーブメントとして、水と緑のネ

ットワークなどの環境資源を活かした空間形成の取組みなど、「文化」、「環境」を基軸としてた各種

の取組みを展開します。 

（取組み例） 

「風の道」の展開 

ヒートアイランド現象を緩和するために、東西方向の幹線道路を中心にさまざまな手法で

緑化を推進するなど、各種対策を総合的に実施し、周辺市街地より気温の低い緑陰豊かな

公園緑地等や河川空間とネットワークさせることにより、瀬戸内海から吹く涼しい海風を

内陸部まで運び、気温を下げる「風の道」を市民の皆さんとともにつくります。 

「海の御堂筋」構想  

大阪城、中之島から安治川を経て海に至る川筋を、御堂筋に匹敵する水を中心とした東西

のシンボル軸と捉え、その沿川における近代大阪発展の歴史的ストックや文化・集客資源

等も活かし、市民等とともに歴史・文化や環境を基調にした海と都心をつなげる新たなま

ちづくり「海の御堂筋」づくりをめざします。中之島での文化機能の充実や中央卸売市場

における水辺の遊歩道・船着場の整備促進をはじめとして、舟運によるにぎわいづくり、

安治川沿いのビジョンづくり、川口地区での水辺のまちづくりの誘導などを図ります。 

「大阪パークフロントまちづくり」 

緑やオープンスペースを活かして魅力的な都市空間を創出するため、公園緑地、水辺空間、

公開空地等の公共的空間を周辺街区に開かれた構造とするとともに、周辺街区においては、

公共的空間と調和して民間の建物や空間形成・利用が図られる「パークフロントまちづく

り」をめざします。 
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